
平
成

21
年
度
の
町
内
会
総
会
・

自
治
連
総
会
も
終
わ
り
、
自
治
連
で

は
今
年
度
の
重
点
活
動
を
次
の
通
り

進
め
て
い
き
ま
す
。

①
災
害
時
の
要
支
援
者
把
握
な
ど
、

助
け
あ
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
自

主
防
災
会
・
民
生
委
員
な
ど
に
登
録

し
て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

昨
年
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
自
主

防
災
会
が
結
成
さ
れ
災
害
時
は
も
と

よ
り
「
い
ざ
と
い
う
時
」
住
民
同
士

が
助
け
あ
う
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

②
一
斉
清
掃
の
実
施
時
期
を
５
月
、

９
月
、

11
月
の
年
３
回
に
増
や
し

ま
し
た
。
５
月
と

11
月
は
住
民
に

よ
る
一
斉
清
掃
、
９
月
は
環
境
美
化

助
成
金
を
活
用
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
・

社
協
な
ど
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
東
・
西
・
中
央
公
園
の
草
刈
り

清
掃
を
実
施
、
ま
た
夏
ま
つ
り
開
催

前
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
中
央
公
園
の
草

刈
り
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
美
化
活
動
に
必
要

な
軽
ト
ラ
（
中
古
）
を
購
入
す
る
考

え
で
す
。

③
町
内
美
化
に
関
連
し
て
看
板
類

の
整
理
・
整
備
を
行
い
ま
す
。
傷
ん

だ
も
の
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
陳
腐

化
し
た
も
の
な
ど
を
整
理
し
改
善
し

て
い
き
ま
す
。

④
今
後
の
地
域
自
治
に
向
け
、
市
が

柱
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
新
た
な
地

域
自
治
の
組
織
で
あ
る
「
地
区
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
活
動
を
集
約
し
、

自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
＝
地
域
自
治
体
の
経
営
」

を
行
う
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
（
組

織
）
で
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
自
治
を
行
う
こ
と
で
す
。

自
治
会
は
じ
め
既
存
の
各
種
組
織

を
集
約
し
地
域
の
環
境
美
化
、
福
祉
、

防
災
、
防
犯
、
青
少
年
育
成
、
町
内

会
活
動
な
ど
日
常
の
暮
ら
し
に
関
す

る
活
動
、
並
び
に
将
来
の
町
の
課
題

を
解
決
し
て
自
分
た
ち
の
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
地
域
の
代
表
組
織
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。高

齢
社
会
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
助
け
あ
っ
て
暮
ら
せ
る
自
分

た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
住
民
と
し
て

地
域
の
一
員
と
し
て
、
皆
様
の
積
極

的
な
ご
協
力
・
参
画
を
お
願
い
し
ま

す
。定

額
給
付
金
の
手
続
き
は
も
う
お

済
み
で
す
か
。
市
は
６
月
に
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
巡
回
し
て
申
請
を
受

け
付
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
当
地

区
で
は
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時

６
月
２
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
15
分

▽
会
場

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
多
目
的
室

▽
持
参
品

①
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書

②
世
帯
主
の
身
分
証
明
書
（
ま
た

は
写
し
。
顔
写
真
付
き
な
ど
）

③
世
帯
主
名
義
の
通
帳
（
ま
た
は

写
し
）

④
申
請
書
に
押
す
印
（
認
め
印
、

シ
ャ
チ
ハ
タ
印
可
）
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志津南 発 行

志津南地区自治連合会
連絡先

志津南市民センター

（公民館） 563-6206

安
全
安
心
な
地
域
め
ざ
す

災
害
時
支
援
体
制
な
ど

収入の部

支出の部

平成２０年度

自治連合会収支決算報告

項目 決算額

前年度繰越金 2,239,821

草津市助成金 698,300

福利環境補助金 341,000

各町内からの会費 3,367,600

自主防災会補助金 189,000

雑収入 74,051

合計 6,909,772

収入の部

項目 決算額

前年度繰越金 6,608,181

利 息 13,801

新 規 加 入 0

自治連基金 53,000

合計 6,674,982

コミュニティ基金

支出の部

定
額
給
付
金
臨
時
窓
口

21
年
度
自
治
連
事
業
計
画

項目 決算額

本部活動費
会 議 費
事 務 費
慶 弔 費
印 刷 費
分 担 金
広 報 費
町並保存関連費
コピー費
事務局費
備品費

小計

75,465
32,649
5,000
104,884
20,660
215,555
50,000
432,310
204,412
24,150

1,165,085

集会所経費 415,355

一般事業費
環境美化活動費
夏祭り事業費
スポーツまつり
左義長
公園防犯電気代
自主防災経費

小計

156,956
900,000
100,000
48,632
9,248
107,790
1,322,626

各種団体
会費＆助成金

社会福祉協議会
敬老会
体育振興会
老人クラブ連合会
健康推進連絡協議会
青少年育成区民会議
子ども110番
子ども会
交通安全会

小計

450,500
170,000
480,000
84,000
50,000
70,000
25,000
120,000
30,000

1,479,500

予備費 2,527,206

合計 6,909,772

項目 決算額

第5集会所

冷蔵庫購入
34,855

予 備 費 6,640,127

合計 6,674,982

西
公
園
に
新
設
さ
れ
た
倉
庫



志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は

４
月
19
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
平
成

21
年
度
総
会
を
開
き
、
上

田
恒
章
会
長
ら
新
執
行
部
を
選
出
す

る
と
と
も
に
、
「
福
祉
の
土
壌
作
り
」

「
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
」
「
個
別

援
助
活
動
」
を
重
点
計
画
と
し
活
動

し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
＝
写
真
。

今
年
度
は
草
津
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
に
沿
っ
て
「
志
津
南
住
民
福
祉

活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
先
に
あ
げ

た
３
つ
の
重
点
課
題
を
自
治
連
、
諸

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。

平
成

17
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

民
生
・
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
な
ど
各
種
団
体
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
、
中
央
公
園
の
花
壇

整
備
や
「
通
学
路
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
、

「
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
更
な
る
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
緑
の
手
入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

つ
い
て
は
受
付
期
間
を
倍
増
し
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
牟
礼
山
登
山
道

な
ど
の
整
備
を
し
て
き
た
「
環
境
美

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
再
構
築
を
図

り
ま
す
。

新
年
度
事
業
計
画
の
骨
子
、
新
役

員
は
別
項
の
通
り
で
す
。

【
平
成
21
年
度
事
業
計
画
】

▽
福
祉
推
進
基
盤
強
化

新
規
事
業
の
企
画
開
発
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
の
検
討
と
実
践
、
地

域
活
動
計
画
の
作
成
、
広
報
紙
発

行
、
社
会
福
祉
事
業
先
進
地
見
学

な
ど
研
修
、
学
習

▽
福
祉
の
土
壌
づ
く
り

福
祉
懇
談
会
、
福
祉
講
座
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
の
体
験
学

習
、
心
身
障
害
児
ふ
れ
あ
い
交
流

推
進
、
高
齢
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
交
流
、
５
歳
以
下
の
育
児
に
関

す
る
講
習
、
園
児
育
成
に
関
す
る

講
習

▽
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ふ
れ
あ
い
お
茶
会
、
若
草
サ
ロ
ン

▽
個
別
援
助
活
動

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
昼
食
会
、

高
齢
者
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽
活
動
の
担
い
手
づ
く
り

高
齢
者
に
よ
る
町
内
清
掃
、
若
草

文
庫
の
運
営
（
本
の
貸
し
出
し
）

子
ど
も
向
け
料
理
教
室

▽
敬
老
会

▽
平
和
祈
念
講
演
会

▽
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り

書
道
、
編
み
物
な
ど
生
き
が
い
講

座
の
実
施

▽
高
齢
者
の
健
康
維
持

高
齢
者
向
け
料
理
教
室
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
健
康
推
進

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

高
齢
者
と
子
ど
も
の
夏
期
ラ
ジ
オ

体
操
、
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
、
心

を
育
む
ふ
れ
あ
い
活
動

▽
子
育
て
支
援

児
童
育
成
に
関
す
る
講
習
、
小
学

校
の
総
合
学
習
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、

子
ど
も
の
健
康
維
持
活
動
、
未
就

学
児
の
集
い

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実

花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
通
学
路
の
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

【
平
成
21
年
度
役
員
】

会

長

上
田

恒
章

副
会
長

友
村

秀
夫

同

林

茂

会

計

村
井
由
美
子

福
祉
部
会
長

降
矢

義
夫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長小

牧

義
彦

事
務
局
長

難
波

通
孝
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志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
の
有
志
が
４

月
11
日
、
牟
礼
山
上
り
口
ベ
ン
チ

付
近
で
お
花
見
を
し
ま
し
た
＝
写

真
。
上
り
口
か
ら
貯
水
タ
ン
ク
ま

で
の
桜
並
木
も
満
開
、
数
年
前
に

植
樹
さ
れ
た
し
だ
れ
桜
も
か
わ
い

ら
し
い
花
を
つ
け
、
ま
た
時
折
吹

く
さ
わ
や
か
な
風
に
花
吹
雪
が
舞

う
中
、
地
域
の
幼
児
か
ら
年
配
の

か
た
が
た
30
人
近
く
の
参
加
者
が

春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
前
も
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
の
有
志
が
雑
草

な
ど
刈
り
込
み
作
業
を
し
た
席
で

は
差
し
入
れ
の
「
こ
ご
み
」
や

「
三
つ
葉
」
な
ど
山
菜
の
て
ん
ぷ

ら
、
お
に
ぎ
り
、
果
物
な
ど
に
舌

鼓
。
ま
た
お
抹
茶
も
点
て
る
な
ど
、

会
話
も
弾
み
と
て
も
な
ご
や
か
で

楽
し
い
ひ
と
時
は
絶
好
の
お
花
見

と
な
り
ま
し
た
。

山
菜
の
「
こ
ご
み
」
は
、
シ
ダ

類
で
ア
ク
も
な
く
、
胡
麻
和
え
、

特
に
天
ぷ
ら
な
ど
は
塩
、
天
つ
ゆ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
つ
け
て
食
す
る

と
と
て
も
お
い
し
く
春
の
香
り
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
付
近
は
、
か
つ
て
部
会
の

環
境
美
化
グ
ル
ー
プ
が
草
津
市
唯

一
の
山
、
牟
礼
山
（
標
高
２
２
１

㍍
）
の
散
策
路
を
守
ろ
う
と
倒
木

の
伐
採
や
雑
草
刈
、
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
を
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

珍
し
い
さ
さ
ゆ
り
の
楚
々
と
し
た

美
し
さ
に
気
づ
き
、
そ
の
後
、
さ

さ
ゆ
り
の
保
護
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
お
か
げ
で
整
備
さ
れ
た
登

山
道
を
行
く
人
も
増
え
、
山
越
え

で
青
山
・
松
ヶ
丘
方
面
へ
と
下
山
、

若
草
へ
と
帰
路
の
コ
ー
ス
を
と
る

と
約
50
分
の
道
程
で
す
。
ま
た
山

頂
か
ら
は
比
良
連
峰
を
背
に
す
る

琵
琶
湖
、
近
江
富
士
、
そ
し
て
わ

が
町
を
眺
め
る
の
も
い
い
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
の
中
で
の

活
動
に
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
持

ち
し
ま
す
。（

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

歳入の部 決算金額

繰 越 金 356,807

会 費 450,500

草 津 市 社 協 補 助 金 1,082,690

自 治 連 助 成 金 170,000

雑 収 入 97,697

合計 2,157,694

歳出の部 決算金額

市 社 協 分 担 金 135,150

草津市社協補助金事業 1,106,272

高齢者仲間づくり事業 30,000

高齢者健康維持事業 166,993

子 ど も と 高 齢 者 の
ふ れ あ い 事 業

85,000

子 育 て 支 援 事 業 155,000

自 治 連 合 会 助 成 金 160,654

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 63,698

予 備 費 26,489

合計 1,929,256

次期繰越金 228,438

総合計 2,157,694

平成20年度収支決算報告

社
協
の
21
年
度
事
業

担
い
手
づ
く
り
な
ど
重
点
に

満
開
の
桜
楽
し
む



初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
４
月

18
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
環
境
講
座
共
催
）

で
、
子
ど
も
た
ち
が
使
う
た
め
の

『
手
づ
く
り
布
ぞ
う
り
』
を
開
催
し

ま
し
た
＝
写
真
。

受
講
生

15
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

志
願
者
が
、
地
元
の
〝
達
人
〞
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の

古
布
を
使
っ
て
、
各
々
セ
ン
ス
あ
ふ

れ
る
ぞ
う
り
を
編
み
ま
し
た
。

た
ち
ま
ち
「
昔
、
お
じ
い
さ
ん
が

足
を
使
っ
て
ワ
ラ
で
編
ん
で
い
た
よ

ね
ぇ
」
と
思
い
出
話
や
「
こ
こ
は
、

ど
う
す
る
の
？
」
「
次
は
、
ど
の
色

に
す
る
？
」
な
ど
賑
や
か
な
声
で
い
っ

ぱ
い
。

受
講
生
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で

し
た
が
、
終
了
時
に
は
、
家
で
眠
っ

て
い
た
古
布
が
、
カ
ラ
フ
ル
で
素
敵

な
布
ぞ
う
り
に
大
変
身
。
２
人
１
組

に
な
っ
て
１
足
に
仕
上
げ
て
、
携
帯

カ
メ
ラ
で
パ
チ
リ
。
受
講
生
は
、
力

作
を
公
民
館
職
員
に
託
し
て
、
笑
顔

で
公
民
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

優
し
さ
が
詰
ま
っ
た
布
ぞ
う
り
は
、

少
し
の
間
、
公
民
館
の
サ
ロ
ン
に
展

示
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
「
や
す
ら
ぎ
学
級
」

が
４
月
22
日
、
「
風
呂
敷
で
エ
コ
」

と
題
し
公
開
講
座
と
し
て
市
民
セ
ン

タ
ー
（
公
民
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
＝
写
真
。
参
加
者
は
今
年
度
の
学

級
生
を
含
む
47
人
。

講
師
は
、
最
近
メ
デ
ィ
ア
に
も
登

場
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
本
風
呂

敷
協
会
の
西
澤
良
子
さ
ん
。
軽
快
な

お
し
ゃ
べ
り
と
準
備
さ
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
風
呂
敷
使
い
に
、
参
加
し
た
誰

も
が
興
味
津
々
！

さ
っ
そ
く
始
ま
っ
た
講
座
で
、
風

呂
敷
が
レ
ジ
袋
や
か
わ
い
い
巾
着
、

帽
子
に
変
身
！
そ
し
て
、
２
枚
の
風

呂
敷
を
使
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

仕
上
げ
て
試
着
し
た
時
は
、
会
場
に

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
時
折
マ
ナ
ー

講
座
を
織
り
込
み
な
が
ら
風
呂
敷
活

用
術
を
楽
し
く
学
ん
だ
、
あ
っ
と
い

う
間
の

90
分
。
「
物
」
と
「
こ
こ

ろ
」
を
優
し
く
柔
軟
に
包
む
日
本
文

化
・
風
呂
敷
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発

見
し
た
講
座
で
し
た
。

な
お
、
「
や
す
ら
ぎ
学
級
」
で
は
、

引
き
続
き
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
年
会
費
は
、
千
円
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

志
津
南
地
区
の
平
成

21
年
度
各

団
体
の
代
表
者
が
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
。
代
表
者
氏
名
は
表
の
と
お
り

で
す
。

◆
食
育
講
座

テ
ー
マ

元
気
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

忙
し
く
な
い
朝
ご
は
ん
・
朝
ご
パ

ン日

時

５
月

21
日
（
木
）
午
前

10
時
〜

12
時

内

容

身
体
も
頭
も
元
気
に
な
る

朝
食
づ
く
り

対

象

小
学
生
か
未
就
学
児
の
保

護
者
20
人
（
託
児
あ
り
）

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
布

巾

受
講
料

三
百
円

締

切

５
月
16
日
（
土
）

17
時

◆
教
養
文
化
講
座
「
古
今
東
西
」

テ
ー
マ

滋
賀
自
慢
。
見
る
！
聞
く
！

考
え
る
！
（
４
回
連
続
）

第
１
回

７
月

28
日
（
火
）
飯
室

不
動
堂
で
酒
井
大
阿
闍
梨
の
法
話

第
２
回

９
月
９
日
（
水
）
沖
島
訪

問
第
３
回

10
月
７
日
（
水
）
湖
南

中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
見
学

第
４
回

11
月

11
日
（
水
）
湖
東

三
山
散
策

定

員

25
人

受
講
料

千
二
百
円

締

切

５
月
30
日
（
土
）

17
時

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇

申
込
・
問
合
せ

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
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□5月16日（土）
☆『食農体験とハイキング』

わんぱく南っ子・地域協働合
校 9：00～16：00

☆健康ウォーキング
8：15 若草中央公園集合

□5月17日 (日)
☆『田植え体験』

13：00～15：00 子ども会
□5月21日（木）
★食育講座
『元気プロデュース朝食作り』
10：00～12：00

□5月23日（土）
☆社会奉仕
8：45 若草中央公園集合

□5月26日（火）
★地域サロン：懐メロを歌う会
10：00～11：30

□5月27日（水）
★やすらぎ学級（開講式）
13：30

□5月30日（土）
☆『小川の水質調査』午前中

わんぱく南っ子・地域協働合
校

□6月2日（火）
★定額給付金臨時申請窓口
9：00～17：15

□6月5日（金）
★定例健康相談日
9：30～12：00
市健康推進課

★ふれあい昼食会
12：00～13：00
ボランティア「泉」

□6月6日（土）
☆健康ウォーキング
8：15 若草中央公園集合

□6月9日（火）
★地域サロン：懐メロを歌う会
10：00～11：30

□6月13日（土）
★ホタルを見に行こう
18:00～21:00

わんぱく南っ子・地域協働合
校

★印の会場は志津南市民センター
（公民館）です

古
布
で
ぞ
う
り
づ
く
り

風
呂
敷
で
エ
コ
を

町並み保存委員会 星野 眞直

社会福祉協議会 上田 恒章

体育振興会 大上 勝彦

人権教育推進協議会 松永 直樹

青少年育成区民会議 黒田 敏一

子ども会 福井 春美

老人クラブ（若寿会） 海部 三徳

民生・児童委員協議会 林 茂

健康推進員連絡協議会 喜田 久子

自主防災連絡会 江口 孝

交通安全会 加藤 芳顕

草津・栗東交通安全協会 妹尾 志郎

地域安全連絡協議会 小野 栄祐

広報委員会 津田 英二

21年度各団体代表者

受
講
生
募
集



自
治
連
合
会
は
地
域
の
一
斉
清
掃

を
年
３
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
実

施
時
期
を
変
更
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
５
月

24
日
（
日
）
に

実
施
、
当
日
は
各
町
内
所
定
の
場
所

（
公
園
）
に
８
時

25
分
に
清
掃
用

具
を
も
っ
て
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
５
月

31

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
12
回
志
津
南
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ

り
は
７
月

25
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
若
草
中
央
公
園
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

５
月

16
日
（
土
）
に
は
第
一
回

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
開
催
、
盛

大
な
夏
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
各
町
内

会
は
じ
め
各
団
体
に
協
力
を
要
請
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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太
鼓
の
音
と
い
う
の
は
不
思
議
に

人
の
気
分
を
高
揚
さ
せ
る
。
古
来
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
戦
場
に
太
鼓

（
ド
ラ
ム
）
を
伴
っ
て
い
た
の
も
、

戦
闘
指
揮
と
兵
士
の
士
気
を
高
め
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
わ
が

国
で
は
、
太
鼓
は
ま
た
農
事
と
密
接

に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
田
植
え
や
稲

刈
り
の
ほ
か
、
収
穫
を
感
謝
す
る
秋

祭
り
に
は
鎮
守
の
森
に
太
鼓
の
音
が

響
き
渡
っ
た
。
そ
ん
な
和
太
鼓
が
今

で
は
楽
器
演
奏
と
し
て
国
内
外
で
人

気
を
博
し
て
い
る
。

草
津
本
陣
太
鼓
（
早
瀬
安
三
代

表
）
は
、
東
海
道
と
中

山
道
の
分
岐
点
と
し
て

数
え
切
れ
な
い
旅
人
が

出
会
い
、
別
れ
て
い
っ

た
宿
場
町
草
津
に
自
分
た
ち
の
未
来

を
重
ね
合
わ
せ
、
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
と
平
成
四
年
十
月
、
空
手

家
の
早
瀬
さ
ん
が
草
津
宿
本
陣
の
名

前
を
も
ら
い
門
下
生
を
語
ら
っ
て
立

ち
上
げ
た
。
直
径
一
㍍
二
〇
㌢
の
大

桶
太
鼓
一
基
、
長
胴
太
鼓
六
基
は
早

瀬
さ
ん
が
自
腹
を
切
っ
て
揃
え
た
。

毎
週
火
曜
日
夜
に
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
で
練
習
し
て
い
る
と
い

う
の
で
の
ぞ

い
て
み
た
。

本
陣
太
鼓
の

前
に
、
女
性

と
子
ど
も
九

人
の
飛
翔
太

鼓
（
本
陣
太

鼓
の
子
ど
も

版
）
の
メ
ン

バ
ー
が
練
習

し
て
い
た
。

小
さ
い
な
が

ら
見
事
な
バ

チ
さ
ば
き
と

感
心
し
て
い

た
ら
、
リ
ー

ダ
ー
が
「
や

り
直
し
」
。
な
か
な
か
厳
し
い
。

こ
の
あ
と
、
本
陣
太
鼓
の
練
習
が

始
ま
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
中
村
浩
二

さ
ん
（
38
）
が
「
礼
」
と
一
声
。
男

女
六
人
が
姿
勢
を
正
し
て
礼
を
す
る
。

太
鼓
を
前
に
バ
チ
を
構
え
る
。
大
桶

太
鼓
の
中
村
さ
ん
の
掛
け
声
で
一
斉

に
太
鼓
を
打
つ
。
太
鼓
の
面
に
は
音

を
抑
え
る
た
め
布
を
張
っ
て
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
音
色
に
は
迫
力
が
あ
る
。

太
鼓
の
面
と
キ
ネ
（
太
鼓
の
縁
）
が

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
刻
む
。

終
わ
る
と
再
び
「
礼
」
。
「
礼
に

始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
武
道
の
精
神

が
基
本
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
求
め
に
応
じ
、
宿
場
ま

つ
り
や
若
草
夏
ま
つ
り
な
ど
各
所
で

演
奏
し
て
き
た
。
今
年
も
八
月
の
草

津
夏
ま
つ
り
（
草
津
第
二
小
）
の
ほ

か
夏
の
自
治
会
行
事
で
披
露
す
る
。

も
っ
ぱ
ら
演
奏
す
る
の
は
、
大
名

た
ち
が
草
津
宿
を
旅
立
っ
て
い
く
様

子
を
表
し
た
「
草
津
宿
本
陣
出
陣
太

鼓
」
、
か
つ
て
の
草
津
川
の
清
流
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
「
清
流
・
流
れ
打
ち
」
、

四
季
折
々
の
自
然
の
営
み
を
表
現
し

た
「
四
季
打
ち
太
鼓
」
な
ど
で
、
い

ず
れ
も
２
、
３
分
と
意
外
に
短
い
。

太
鼓
の
合
奏
？
は
ベ
ー
ス
と
な
る

地
打
ち
、
こ
れ
に
打
ち
込
み
を
乗
せ

て
全
体
の
音
を
つ
く
っ
て
い
く
。
楽

譜
な
ど
は
な
く
「
口
唱
歌
」
と
い
う

口
伝
に
よ
っ
て
、
リ
ズ
ム
、
間
合
い

を
と
る
。
も
ち
ろ
ん
「
音
を
合
わ
せ

る
の
が
第
一
」
だ
が
、
こ
れ
が
結
構

む
ず
か
し
い
。
と
く
に
女
性
に
と
っ

て
、
男
性
と
同
じ
音
を
出
す
の
は
大

変
な
力
仕
事
。
空
手
三
段
の
中
村
さ

ん
も
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
い
い
。

足
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
動
き
は
空
手

の
動
き
に
近
い
し
、
力
強
い
音
を
出

す
に
は
、
そ
れ
な
り
の
体
力
が
い
る
」

こ
と
を
認
め
る
。

こ
の
日
練
習
に
加
わ
っ
て
い
た
女

性
の
一
人
、
会
社
員
谷
口
咲
子
さ
ん

（
若
草
四
丁
目
）
は
十
年
前
に
聞
い

た
和
太
鼓
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
き
っ
か

け
で
「
太
鼓
を
や
り
た
い
」
と
思
っ

た
そ
う
だ
。
本
陣
太
鼓
に
は
四
年
前

の
平
成
十
七
年
に
入
会
し
た
。

「
最
初
は
、
太
鼓
の
音
が
小
さ
く

て
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
た
。
で
も

熱
心
に
教
え
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、

今
は
す
ご
く
楽
し
い
」
。
汗
ば
ん
だ

顔
は
充
実
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

○
…
メ
モ
…
○

代

表

早
瀬

安
三

会

員

12
人

活

動

毎
週
火
曜
日
午
後
８
時
か

ら
同
９
時
半
。
毎
月
１
回
日
曜
日

（
不
定
期
）

場

所

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

会

費

月
額
１
５
０
０
円

連
絡
先

中
村
浩
二
リ
ー
ダ
ー

携
帯
０
９
０

（
８
６
５
５
）
７
４
９
９

草
津
市
が
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
よ
う
と

市
内
の
二
百
四
町

内
会
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

町
内
会
長
を
務
め
て
い
る
世
代
は

六
十
―
七
十
代
が
67
％
を
占
め
、
高

齢
者
が
活
動
の
中
心
的
な
担
い
手
で
、

活
動
で
困
っ
て

い
る
の
は
「
役

員
の
な
り
手
が

少
な
い
」
が
69
％
、
「
行
事
へ
の
参

加
が
少
な
い
」
が
54
％
と
、
住
民
の

関
心
の
低
さ
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
そ
う
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
方
、
当
地
区
の
役
員
は
輪
番
制

で
、
年
齢
層
も
偏
っ
て
は
い
な
い
が

任
期
は
一
年
、
辛
抱
し
て
引
き
受
け

て
お
ら
れ
る
の
が
現
状
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

開
発
さ
れ
た
当
時
は
働
き
盛
り
の

年
代
が
集
り
、
役
員
選
出
も
輪
番
制

で
支
障
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

24
年
を
経
過
、
60
歳
を
超
え
る
方
々

が
中
心
に
な
っ
て
来
た
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
誰
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
心
配

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
隣
の
絆
も

希
薄
に
な
り
、

地
域
住
民
が
共

に
助
け
合
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
は
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
「
み
ん
な

に
喜
ん
で
頂
け
る
こ
と
が
人
生
の
楽

し
み
」
に
地
域
の
活
性
化
に
一
役
を

担
っ
て
い
た
だ
く
地
域
全
体
の
シ
ス

テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
若
草
一
丁
目
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

ま
ち
づ
く
り

大
気
震
わ
す
迫
力

草
津
本
陣
太
鼓

⑫

一糸乱れぬバチさばきをみせる本陣太鼓のメンバー

一
斉
清
掃
５
月
24
日
に

夏
ま
つ
り
は
７
月
25
日


